初級複式簿記講座－第１回－簿記の基礎
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① 簿記の目的を明確にする

② 複式簿記の原理に慣れる

③ 複式簿記の一巡を体得する

① 講義内容を覚えていないと

ころ、理解が不足している

ところを見つける

① 出題の傾向を把握する

② 時間の配分を練習する

③ 苦手な論点を見つける

① 複式簿記の一巡をベースに

流れを意識して学ぶ

② 考え方を徹底的に理解する

② 反復して演習することで知

識を定着させる





 １ 　簿記とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｂ】
[image: image3.emf]企 業

会計帳簿

財務諸表

利害関係者

お金やモノの出入りを記録

報告書を作成

報告

ここが簿記！

企業と利害関係のあるすべての人たちのこと

→ 経営者、従業員、銀行、株主、取引先、税務署など

企業の『 健康診断書 』であり、最低でも１年に１回は

作成しなければならない。実務では『 決算書 』という。

個人商店や会社など


	簿記とは・・・
	お金やモノの出入りを会計帳簿に記録すること

	
	→　その結果を財務諸表にまとめて、利害関係者に報告する


 ２ 　簿記の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｂ】
[image: image4.emf]企業内部 企業外部

① 財産保全目的

② 経営管理目的

③ 外部報告目的


【 財産保全目的 】
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	財産のあるべき残高が明確になる


【 経営管理目的 】
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	[image: image8.emf]
	経営に役立てることができる


【 外部報告目的 】
	[image: image9.emf]① お金を借りる

③ 財務諸表

②

商売にお

金を使う


	[image: image10.emf]
	会社の状況を

外部利害関係者に報告できる


	簿記の目的は・・・
	経営の見える化


 ３ 　簿記の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
【 単式簿記 】
	10月30日に洋服を6,300円で買った
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	お　小　遣　帳
	

	
	
	
	
	
	

	月
	日
	摘　要
	収　入
	支　出
	残　高

	10
	１
	前月繰越
	2,400
	
	2,400

	
	６
	お小遣
	10,000
	
	12,400

	
	10
	書籍代
	
	1,500
	10,900

	
	19
	電車代
	
	600
	10,300

	
	25
	飲食代
	
	1,200
	9,100

	
	30
	洋服代
	
	6,300
	2,800


	単式簿記は・・・
	①　簡単でわかりやすい

	
	②　（基本的に）お金の出入りのみを記録

	
	→　その原因は管理しない


	複式簿記は・・・
	①　専門知識が必要

	
	②　お金の出入り以外も記録

	
	③　物事を複眼的にみる


【 複式簿記 】
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	簿記の種類
	内　容
	記録方法
	誰が使っているのか

	単式簿記
	１つの取引を１つの側面から記録
→　『 結果 』のみ
	ルールはないので自由
	家計、公会計

	複式簿記
	１つの取引を２つの側面から記録
→　『 原因 』と 『 結果 』
	一定のルールがある
	企業会計、公会計


	簿記といえば・・・
	複式簿記


 ４ 　書籍の紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｃ】
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	『 東京革命 わが都政の回顧録 』

著者：石原慎太郎　出版社：幻冬舎　発売日：2015年6月25日

＜著者紹介＞

1932年（昭和7年）神戸市生まれ。一橋大学卒業。1956年（昭和31年）大学在学中に執筆した「太陽の季節」で芥川賞を受賞。1968年（昭和43年）に参議院議員に初当選。1999年（平成11年）より東京都知事に就任し、2012年（平成24年）まで4選を果たす。その後、国政に復帰するが、2014年（平成26年）に政界引退。

	（以下、上記書籍より引用）

第五章　私がやった最も重要な改革

　知事に就任してから、都庁のなかで知事から主唱して新しいことをやり遂げたつもりですが、私がやった最も重要な改革は、財政再建のために従来の都庁の会計制度を、単式簿記から複式簿記に一変させたことだと思います。

―　中略　―

　私が「財政再建の端緒としてまずバランスシートを作り、その上で会計制度を変えて税金の無駄遣いを排す」と言い出した時は、これに対して都庁のなかでも官僚的な反発や反論がありました。

　なかには、バランスシートが機能すれば財政再建の大きな機運になるのではないかという期待の声もありましたが、極めて少数で、大半は批判的なものでした。

　「バランスシートを導入したからといって何が変わるわけではない」

　「手間が増えて仕事の効率が下がるばかりではないか」

　「そもそも官公庁は官庁会計と決まっているのだし、民間企業は企業会計と決まっている。それぞれ役割が違うのだから、会計制度も違っていいはずだ」

　「利益を求めない官公庁が、企業会計にして何のメリットがあるのか」

―　中略　―

　そういう苦労の末、一億円以上のお金と三年あまりの歳月をかけて、東京から発した新しい地方自治体の発生主義の複式簿記が完成しました。

―　中略　―

　そしてその効果を見込んで、大阪府知事になった橋本徹君も、是非その会計制度を大阪も踏襲して活用したいということで、その仕組みを大阪府に無償で提供しました。

　現在は名古屋や新潟県、東京都下でも町田市という大きな自治体が東京方式を利用し、複式簿記・発生主義で運営してその自治体の財政が合理化され、無駄をなくし、黒字に転換してきた事例が出てきているようです。



 １ 　会計帳簿の流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｓ】
	[image: image14.emf]・企業内部

報

告

決算整理前残高試算表

＋

決算整理記入

＝

財務諸表

・損益計算書・貸借対照表

等

・残高試算表 ・合計試算表

・合計残高試算表

会

計

帳

簿

仕

訳

転

記

簿記上の取引

仕訳帳

総勘定元帳

報

告

財務諸表

利害関係者

試算表

精算表

検

証

・企業内部

・企業

外部

集

計

利害関係者

会計帳簿の枠外

＝




 ２ 　簿記上の取引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｂ】
[image: image15.emf]『 簿記上の取引 』

『 一般的な取引 』

・ 商品が盗まれた

・ 店舗が火災で全焼した

・ 交通事故で車が廃車になった

・ 商品を仕入れた ・ 給料を支払った

・ 商品を販売した ・ 電気代を支払った

・ お金を借りた ・ お金を貸した

・ お金を返した ・ お金を返してもらった

・ 商品を買う注文をした

・ 商品を売る注文を受けた

・ 部屋を借りる契約をした

記録しない

記録する


	会計帳簿への記録が
必要なのは・・・　
	お金やモノが増減したとき


 ３ 　勘定　－Part１－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
[image: image16.emf]各勘定には『 勘定科目 』という名前が付いており、その勘定に記録される取引の

内容を示している。『 本棚 』に収納される『 本の種類 』のこと。

右 側

『 貸方 』

簿記上の取引

原因

結果

勘定

勘定

総勘定元帳

『 お金やモノが増減 』したら記録が必要！

『 原因 』と『 結果 』に分解する！

『 勘定 』という『 本棚 』

に整理して収納する！

『 勘定 』が設けられた会計帳簿を『 総勘定元帳 （または 元帳 ）』という。

『 本棚 』がたくさん置かれた『 図書館 』のこと。

左 側

『 借方 』

現 金

りし


	勘定は・・・
	お金やモノの増減を記録・計算する単位


【 勘定科目の一覧表（日商３級） 】
	五要素
	勘定科目

	資産
	現金

小口現金

当座預金

普通預金

定期預金

受取手形

売掛金

貸倒引当金

有価証券
	商品
繰越商品

消耗品

貸付金

手形貸付金

従業員貸付金

立替金

従業員立替金


	前払金
未収入金

仮払金

他店商品券

前払保険料など

前払費用の各勘定

未収家賃など

未収収益の各勘定

	建物
建物減価償却累計額

備品

備品減価償却累計額

車両運搬具

車両運搬具減価償却累計額

土地



	負債
	支払手形

買掛金

前受金

借入金

手形借入金
	当座借越

未払金
仮受金

商品券

	未払利息など

未払費用の各勘定

前受地代など

前受収益の各勘定

	預り金

従業員預り金

所得税預り金

社会保険料預り金



	純資産(資本)
	資本金
	引出金
	
	

	収益
	商品売買益

売上

有価証券売却益

受取家賃
	受取地代
受取手数料
受取利息

	受取配当金
有価証券利息
雑益

	貸倒引当金戻入
償却債権取立益
固定資産売却益


	費用
	仕入

売上原価

発送費

給料

広告宣伝費

支払手数料

支払利息
	旅費交通費

貸倒引当金繰入

貸倒損失

減価償却費

通信費

消耗品費


	水道光熱費
支払家賃

支払地代

保険料

租税公課

修繕費


	有価証券売却損
雑費
手形売却損

雑損

固定資産売却損

保管費



	その他
	現金過不足
	当座
	損益
	


 ４ 　勘定　－Part２－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
	10月１日
	現金の前月繰越が2,400円ある。

	10月６日
	お小遣いを10,000円もらった。

	10月10日
	本を1,500円分買った。

	10月19日
	電車賃600円を払った。

	10月25日
	レストランで食事をして1,200円を払った。

	10月30日
	洋服を6,300円分買った。


[image: image17.emf]現金の残高はいくら？


【 数学の場合 】
	2400 ＋ 10000 － 1500 － 600 － 1200 － 6300 ＝ 2800


【 複式簿記の場合 】
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	勘定の計算は・・・
	①　借方と貸方で増加と減少を別々に記入

	
	②　貸借差額により勘定残高を計算


 ５ 　複式簿記の五要素・勘定記入のルール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
	五要素
	内　容
	具体例

	資　産
	　財産　→　お金やお金に換えられるもの
	現金、預金、自動車、売掛金

	負　債
	　借金　→　返さなければならないお金
	借金、買掛金

	資　本
	　元手　→　商売のもとになるお金
	資本金

	収　益
	　成果　→　商売の成果として得たお金
	売上

	費　用
	　努力　→　成果を得るために使ったお金
	仕入、給料、水道光熱費


	資　産
	
	負　債

	増加
	減少
	
	減少
	増加

	
	→ 借方残高
	
	貸方残高 ← 
	

	
	
	

	
	
	純資産

	
	
	
	減少
	増加

	
	
	
	貸方残高 ← 
	

	
	
	

	費　用
	
	収　益

	増加
	減少
	
	減少
	増加

	
	→ 借方残高
	
	貸方残高 ← 
	


	勘定記入のルールは・・・
	増える方を覚えれば反対側が減少


 ６ 　仕訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
[image: image19.emf]① 簿記上の取引が発生 10月12日に銀行から30万円を借りた

② 取引を二面的に捉える

現金が30万円増えた

借金が30万円増えた

③ 会計帳簿への記入準備

五要素の分類：資産の増加

勘定科目：現金勘定

勘定記入の法則：借方

五要素の分類：負債の増加

勘定科目：借入金勘定

勘定記入の法則：貸方

④ ③を一行で表す

10月12日 （借方） 現 金 300,000  （貸方） 借入金 300,000

⑤ 勘定への記入

『 仕 訳 』

『 転 記 』

→ 頭の中で！


	
	
	
	現金
	
	
	

	
	10月12日
	
	借入金
	
	300,000
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	日付
	
	相手勘定科目
	
	金額
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	借入金
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	10月12日
	
	現金
	
	300,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	仕訳は・・・
	勘定記入の道しるべ
	[image: image20.png]





 ７ 　練習問題　－Part１－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
[image: image21.emf]① 簿記上の取引が発生 10月15日に商品を20万円購入し、代金は現金で支払った

② 取引を二面的に捉える

商品を20万円購入した

現金が20万円減った

③ 会計帳簿への記入準備

五要素の分類：費用の増加

勘定科目：仕入勘定

勘定記入の法則：借方

五要素の分類：資産の減少

勘定科目：現金勘定

勘定記入の法則：貸方

④ 仕 訳

10月15日 （借方） 仕 入 200,000  （貸方） 現 金 200,000

⑤ 転 記


	
	
	
	現金
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	10月15日
	
	仕入
	
	200,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	仕入
	
	
	

	
	10月15日
	
	現金
	
	200,000
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


 ８ 　練習問題　－Part２－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
[image: image22.emf]① 簿記上の取引が発生 10月18日に商品50万円を販売し、代金は現金で受け取った

② 取引を二面的に捉える

現金が50万円増えた

商品50万円が売れた

③ 会計帳簿への記入準備

五要素の分類：資産の増加

勘定科目：現金勘定

勘定記入の法則：借方

五要素の分類：収益の増加

勘定科目：売上勘定

勘定記入の法則：貸方

④ 仕 訳

10月18日 （借方） 現 金 500,000  （貸方） 売 上 500,000

⑤ 転 記


	
	
	
	現金
	
	
	

	
	10月18日
	
	売上
	
	500,000
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	売上
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	10月18日
	
	売上
	
	500,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


 ９ 　練習問題　－Part３－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【重要度Ａ】
　次の簿記上の取引にもとづいて、仕訳帳に仕訳を行うとともに、総勘定元帳における各勘定口座に転記しなさい。

	簿記上の取引


４月１日　店主の現金300,000円を元入れし、営業を開始した。

　　　３日　銀行から現金700,000円を借りた。

　　　８日　商品陳列用の棚を440,000円で購入し、代金は現金で支払った。

　　　15日　商品320,000円を購入し、代金は現金で支払った。

　　　24日　商品580,000円を販売し、代金は現金で受け取った。

　　　27日　銀行へ現金60,000円を返済した。

　　　30日　家賃130,000円を現金で支払った。

	仕 訳 帳


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→
	
	
	→
	

	総勘定元帳


	現　　金

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	備　　品

	
	
	
	
	
	


	借 入 金

	
	
	
	
	
	


	資 本 金

	
	
	
	
	
	


	売　　上

	
	
	
	
	
	


	仕　　入

	
	
	
	
	
	


	支払家賃

	
	
	
	
	
	


	仕 訳 帳


	４月１日
	（借方）
	現金
	300,000
	（貸方）
	資本金
	300,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　純資産の増加
	


	４月３日
	（借方）
	現金
	700,000
	（貸方）
	借入金
	700,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　負債の増加
	


	４月８日
	（借方）
	備品
	440,000
	（貸方）
	現金
	440,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	４月15日
	（借方）
	仕入
	320,000
	（貸方）
	現金
	320,000

	
	
	→　費用の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	４月24日
	（借方）
	現金
	580,000
	（貸方）
	売上
	580,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　収益の増加
	


	４月27日
	（借方）
	借入金
	60,000
	（貸方）
	現金
	60,000

	
	
	→　負債の減少
	
	
	→　資産の減少
	


	４月30日
	（借方）
	支払家賃
	130,000
	（貸方）
	現金
	130,000

	
	
	→　費用の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	総勘定元帳


	現　　金

	４月１日
	資本金
	300,000
	４月８日
	備品
	440,000

	４月３日
	借入金
	700,000
	４月15日
	仕入
	320,000

	４月24日
	売上
	580,000
	４月27日
	借入金
	60,000

	
	
	
	４月30日
	支払家賃
	130,000


	備　　品

	４月８日
	現金
	440,000
	
	
	


	借 入 金

	４月27日
	現金
	60,000
	４月３日
	現金
	700,000


	資 本 金

	
	
	
	４月１日
	現金
	300,000


	売　　上

	
	
	
	４月24日
	現金
	580,000


	仕　　入

	４月15日
	現金
	320,000
	
	
	


	支払家賃

	４月30日
	現金
	130,000
	
	
	


 10 　練習問題　－Part４－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ａ】
　次の簿記上の取引にもとづいて、仕訳帳に仕訳を行うとともに、総勘定元帳における各勘定口座に転記しなさい。

	簿記上の取引


５月１日　店主の現金640,000円を元入れし、営業を開始した。

　　　２日　銀行から現金1,380,000円を借りた。

　　　８日　営業用の車両を550,000円で購入し、代金は現金で支払った。

　　　12日　商品710,000円を購入し、代金は現金で支払った。

　　　19日　商品940,000円を販売し、代金は現金で受け取った。

　　　25日　従業員に給料120,000円を現金で支払った。

　　　30日　銀行へ現金60,000円を返済した。

	仕 訳 帳


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	


	
	（借方）
	
	
	（貸方）
	
	

	
	
	→　
	
	
	→　
	

	総勘定元帳


	現　　金

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	車両運搬具

	
	
	
	
	
	


	借 入 金

	
	
	
	
	
	


	資 本 金

	
	
	
	
	
	


	売　　上

	
	
	
	
	
	


	仕　　入

	
	
	
	
	
	


	給　　料

	
	
	
	
	
	


	仕 訳 帳


	５月１日
	（借方）
	現金
	640,000
	（貸方）
	資本金
	640,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　純資産の増加
	


	５月２日
	（借方）
	現金
	1,380,000
	（貸方）
	借入金
	1,380,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　負債の増加
	


	５月８日
	（借方）
	車両運搬具
	550,000
	（貸方）
	現金
	550,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	５月12日
	（借方）
	仕入
	710,000
	（貸方）
	現金
	710,000

	
	
	→　費用の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	５月19日
	（借方）
	現金
	940,000
	（貸方）
	売上
	940,000

	
	
	→　資産の増加
	
	
	→　収益の増加
	


	５月25日
	（借方）
	給料
	120,000
	（貸方）
	現金
	120,000

	
	
	→　費用の増加
	
	
	→　資産の減少
	


	５月30日
	（借方）
	借入金
	60,000
	（貸方）
	現金
	60,000

	
	
	→　負債の減少
	
	
	→　資産の減少
	


	総勘定元帳


	現　　金

	５月１日
	資本金
	640,000
	５月８日
	車両運搬具
	550,000

	５月２日
	借入金
	1,380,000
	５月12日
	仕入
	710,000

	５月19日
	売上
	940,000
	５月25日
	給料
	120,000

	
	
	
	５月30日
	借入金
	60,000


	車両運搬具

	５月８日
	現金
	550,000
	
	
	


	借 入 金

	５月30日
	現金
	60,000
	５月２日
	現金
	1,380,000


	資 本 金

	
	
	
	５月１日
	現金
	640,000


	売　　上

	
	
	
	５月19日
	現金
	940,000


	仕　　入

	５月12日
	現金
	710,000
	
	
	


	給　　料

	５月25日
	現金
	120,000
	
	
	



 １ 　完全版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｓ】
	[image: image23.emf]１ 決算予備手続 ―  ⑴ 決算整理前合計（残高）試算表の作成

⑵ 棚卸表の作成

２ 決算本手続 ―  ⑴ 決算整理仕訳 ＋ 転記

⑵ 決算振替仕訳 ＋ 転記

① 収益と費用の勘定残高を損益勘定に振り替えるため

② 損益勘定の残高を資本金勘定に振り替える

⑶ 会計帳簿の締切

⑷ 繰越試算表の作成

３ 決算報告手続 ―  財務諸表の作成

１ 開始記入

２ 再振替仕訳 ＋ 転記

開始手続

決算手続

期中仕訳 ＋ 転記

期中手続

複式簿記の一巡

※ 赤字は会計帳簿上の手続きです

※ 会計帳簿の締切と同時に開始記入が行われる

（厳密には「開始手続」は「決算手続」に含まれる）




 ２ 　会計帳簿のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【重要度Ｓ】
	[image: image24.emf]１ 決算整理仕訳

２ 決算振替仕訳 ＋ 転記

３ 会計帳簿の締切り

期 首

期 末

期 中

１ 開始記入

２ 再振替仕訳 ＋ 転記

開始手続

期中仕訳 ＋ 転記

期中手続

複式簿記の一巡

決算手続
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